
図1　Wi−Fi人感センサの実行例
人感センサが反応すると，人感センサの機器ID「pir_s_1」と，起動時のセンサ状態と，送信直前のセンサ状態をWi−Fi（UDP）で送信する
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特集　超特急製作！IoT回路百科事典

特集で紹介したサンプル・プログラムは，http://www.geocities.jp/
bokunimowakaru/cq/esp/からダウンロードできます．

　Wi−FiマイコンESP8266を搭載したESPモジュ
ールに各種センサをつなぐと，スマホやPCを使っ
てWi−Fi経由でセンサ情報を得ることができます．
　①は，ESPモジュールと人感センサを組み合わせ
て，人の動きをリモートで監視できる装置を作ります．

キー・パーツ
人感センサ・モジュールSB412A

● 赤外線量の変化から人体の動きを検出する
　人感センサ・モジュールSB412Aは，例えば，玄関
先に設置し訪問者が来たことを検出する用途に使われ
ます．

　ここでは，タイトル写真のようなコンパレータを組
み込んだ人感センサ・モジュールSB412Aを使用しま
す．モジュールの3つの端子は，電源VDD，人感出力
Vout，GNDです．人感出力Vout は，検知時に “H” レ
ベルを出力します．検知しない状態のまま一定時間が
経過すると “L” レベルに戻ります．

実習！

● Wi−FiマイコンESP8266を待機状態にして，バッ
テリでの稼働時間をかせぐ
　バッテリで長時間駆動させるために，人がいない間
はWi−FiマイコンESP8266をディープ・スリープ・

　人感センサが反応したときにWi−Fiで送信され
たデータのようすを図1に示します．センサが変化
を検出すると，センサ状態データを送信します（初
回起動時は，センサの状態を送信しません）

▶電源を入れるとLEDを点滅させ，シリアルに起
動メッセージを出力します

実行例

動作

▶Wi−Fiのアクセス・ポイントに接続するとLED
の点滅を停止します

▶Wi−Fi人感センサのIPアドレスをシリアルに出
力後，自動的にスリープ状態になります

▶人感センサが反応すると，Wi−Fi人感センサが
起動し，人感センサが反応した通知をWi−Fiで
送信します

※スピード実習9 Wi−Fi LCD表示器と組み合わせる
と，人感センサの通知を離れたところで表示できます

　室内や玄関，庭などに人が存在するかどうかを確
認し，その状態に応じて他の機器を制御します．例
えば，玄関先に設置し，センサが反応したら防犯カ
メラで撮影，音声出力器から「いらっしゃいませ」
と音声を出力します
※具体的な方法はスピード実習18と19も参照して
ください．

応用

本誌のご購入はこちら

電源電圧 3.3～12V
待機電流 12μA

最大検知距離 3～5m
検知角度 100°

センサ部分

人感センサ・
モジュール
SB412A

VDDVout

GND

スマホで来客キャッチ！
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